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株式市場の動き

 先週の日本株式市場（日経平均株価）は、週初は
米税制改革法案が週内に成立するとの期待から5
営業日ぶりに反発して始まりました。その後は、
心理的な節目である23,000円を前にした利益確定
の売りや税制改革法案を巡る材料出尽くし感、ク
リスマス休暇前で市場参加者が少なかったことか
ら、上値が重くなりました。結局、前週末比で上
昇となりました。（週末引け値：22,902.76円）

 週間では、日経平均株価は1.55％の上昇、東証株
価指数1.99％の上昇でした。

（1）日本の株式・債券市場
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週間市場レポート
（2017年12月18日～12月22日）

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

債券市場の動き

 先週の日本債券市場（10年国債金利）は、米税制改
革法案の成立期待から米金利が上昇した流れを受け
て、金利は上昇（価格は低下）する展開となりまし
た。その後も流れは週央まで続きましたが、20日～
21日の日銀金融政策決定会合において金融政策の現
状維持が決定されたことが買い安心感を誘い、金利
は週末に週初水準近くまで低下しました。結局、前
週末比で小幅上昇となりました。（週末引け値：
0.048%）

 週間では、0.002％の上昇となりました。
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出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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市場の動き

 先週の米国株式市場（ＮＹダウ）は、前週末比で上
昇となりました。週初は税制改革法案が週内に成立
するとの期待から連日の史上最高値更新で始まりま
した。その後は高値警戒感などから利益確定の売り
に押される展開となりました。週末にかけては税制
改革による経済への波及効果に対する期待が高まる
一方で、クリスマス休暇を控えていることから利益
確定の売りも多く上値は抑えられました。（週末引
け値：24,754.06ドル）

 週間ではNYダウは0.42％の上昇となりました。

（2）米国の株式市場

（3）外国為替市場

市場の動き

 先週の米ドル/円相場は、米税制改革法案成立の期
待から米金利が上昇し約2か月ぶりの高水準で推移
したことから、米ドルは買われました。その後は、
7～9月期の米国内総生産(GDP)確定値が予想を下
回ったのを受けて、米ドルは売られる場面もありま
したが、来年の政府によるインフラ投資計画期待な
どから米ドルの下落は限定的となりました。結局、
前週末比で円安米ドル高となりました。（週末引け
値：113円27銭～32銭）

 週間では米ドル/円は0.61％の円安、ユーロ/円は
1.56％の円安となりました。

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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